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理
事
選
挙
を
立
候
補
制
に
変
更
し
て
か
ら
初
め

て
行
わ
れ
た
１
月
24
日
の
選
挙
会
に
お
い
て
、
新

し
い
理
事
が
選
出
さ
れ
、
２
月
６
日
の
理
事
会
で

理
事
の
互
選
に
よ
り
理
事
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。

　

ご
推
挙
下
さ
っ
た
理
事
の
皆
様
の
期
待
と
、
総

代
・
組
合
員
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
役

職
員
一
体
と
な
り
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
の
農
業
農
村
を
取
り
巻
く
状
況

は
厳
し
さ
を
増
し
、
農
業
生
産
額
が
大
き
く
減
少

す
る
中
で
、
基
幹
的
農
業
従
事
者
の
平
均
年
齢
は

66
歳
と
な
り
、
耕
作
放
棄
地
は
こ
の
20
年
間
で
２

倍
に
増
え
ま
し
た
。
政
府
は
農
林
水
産
業
・
地
域

の
活
力
創
造
本
部
を
設
置
し
て
、
農
林
水
産
業
を

産
業
と
し
て
強
く
す
る
た
め
の
政
策
（
産
業
政

策
）
と
、
国
土
保
全
と
い
っ
た
多
面
的
機
能
を
発

揮
す
る
た
め
の
政
策
（
地
域
政
策
）
を
車
の
両
輪

と
し
て
、
若
者
た
ち
が
希
望
を
も
て
る
「
強
い
農

林
水
産
業
」、「
美
し
く
活
力
あ
る
農
山
漁
村
」
を

創
り
上
げ
、
そ
の
成
果
を
国
民
全
体
で
実
感
で
き

る
も
の
と
す
る
た
め
、
平
成
25
年
12
月
に
政
策
改

革
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
「
農
林
水
産

業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
を
と
り
ま
と
め

ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集

積
・
集
約
化
の
た
め
の
農
地
中
間
管
理
機
構
の
創

設
、
経
営
所
得
安
定
対
策
の
見
直
し
、
水
田
フ
ル

活
用
と
米
政
策
の
見
直
し
、
日
本
型
直
接
支
払
制

度
の
創
設
の
４
つ
の
改
革
を
進
め
、
農
林
水
産
業

を
成
長
産
業
と
し
て
我
が
国
全
体
の
成
長
に
結
び

つ
け
る
と
と
も
に
、
食
糧
自
給
率
・
自
給
力
の
維

持
向
上
に
よ
り
国
民
の
食
を
守
り
、
美
し
く
伝
統

あ
る
農
山
漁
村
を
将
来
に
わ
た
っ
て
継
承
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
平
成
26
年
度

か
ら
農
業
農
村
は
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

亀
田
郷
土
地
改
良
区
で
は
、
平
成
23
年
11
月
に

「
亀
田
郷
中
期
計
画
２
０
１
１
」
を
策
定
し
、
目

標
年
次
と
対
応
部
署
を
定
め
、
事
業
計
画
の
立

案
、
維
持
管
理
体
制
の
構
築
、
新
た
な
組
織
体
制

の
創
設
、
財
政
運
営
の
確
立
の
４
つ
の
視
点
か
ら

進
め
て
い
ま
す
。
策
定
か
ら
２
年
が
経
過
し
、
組

合
員
の
皆
様
か
ら
は
、
中
身
や
進
み
具
合
が
見
え

て
こ
な
い
と
お
叱
り
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
中
期
計
画
を
踏
ま
え
、
財
政
５
カ
年
計

画
（
平
成
26
年
度
～
30
年
度
）
を
作
成
し
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。
出
張
所
廃
止
や
賦
課
金
の
問
題

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
組
合
員

の
皆
様
に
は
折
に
触
れ
お
知
ら
せ
す
る
中
で
、
ご

理
解
ご
指
導
を
頂
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

国
の
改
革
に
よ
り
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
農

地
水
保
全
管
理
支
払
交
付
金
は
、
平
成
26
年
度
か

ら
日
本
型
直
接
支
払
に
変
わ
り
ま
す
。
亀
田
郷
管

内
で
は
、
農
振
農
用
地
の
95
パ
ー
セ
ン
ト
の
地
域

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
県
平
均
40
パ
ー
セ
ン

ト
に
対
し
て
非
常
に
高
い
数
字
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
回
の
制
度
変
更
に
合
わ
せ
、
未
実
施
の
地

区
に
つ
い
て
も
新
た
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
、
土
地
改
良
区
も
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
松
山
地
区
と
小
松
堀
排
水
路
に
建
設
中

の
太
陽
光
発
電
施
設
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
た
お
か

げ
で
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
も
終
わ
り
、
平
成
26

年
３
月
末
か
ら
発
電
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。
２

施
設
合
わ
せ
た
発
電
容
量
は
８
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト

で
、
年
間
売
電
収
入
は
３
千
万
円
強
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
施
設
管
理
費
と
借
入
返
済
、
将
来
の
機

器
更
新
の
た
め
の
積
立
を
除
い
た
収
入
は
、
平
成

26
年
度
か
ら
揚
水
機
場
の
電
気
料
に
充
当
さ
れ
、

電
気
料
の
大
幅
な
値
上
げ
が
続
く
中
で
貴
重
な
財

源
と
な
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
亀
田
郷
土
地

改
良
区
は
、
中
期
計
画
の
推
進
に
よ
り
財
政
基
盤

を
強
化
し
、
適
正
な
施
設
管
理
と
計
画
的
更
新
に

務
め
、
ま
た
治
水
・
利
水
・
環
境
整
備
を
通
し
て

地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
で
、
悠
久
の
亀
田
郷
づ
く

り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

理
　

事
　

長
　

山
　
我
　
森
　
實（
曽
野
木
）

副
理
事
長
　

鈴
　
木
　
昭
　
博（
大　

形
）

　

去
る
２
月
６
日
の
理
事
会
に
お
い
て
、
新
理
事
に
よ
る
理
事
長
・
副

理
事
長
の
互
選
が
行
わ
れ
、
併
せ
て
総
務
部
会
長
・
事
業
部
会
長
を
選

出
し
、
新
し
い
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。

理 

事 

長 

挨 

拶
山
　
我
　
森
　
實

伊田理事
（両川）

佐藤理事
（横越）

田中理事
（山潟）

渡辺理事
（鳥屋野）

齋藤理事
（石山）

三浦総務部会長
（大江山）

山我理事長
（曽野木）

鈴木副理事長
（大形）

榎並事業部会長
（亀田）

平成25年３月31日現在組合員　4,714人　：　横　越　963 / 大江山　771 / 亀　田　713 / 両　川　453 / 曽野木　484 / 鳥屋野　222 / 山　潟　224 / 石　山　305 / 大　形　579


